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主  題 : 羊飼いへの二つの応答 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １０章３１－４２節 

 

この朝も皆さんと見たいみことばは、ヨハネの福音書１０章です。ここ数週にわたって一緒に学んで

きたこの章もきょうで終わります。残りの３１－４２節を通して、「良い羊飼い」であるイエス様に対し

て、私たちひとりひとりがどのように応答するのかを考えてみたいと思います。 

改めて考えてみてください。イエス様とは、どれほどすばらしく良いお方なのでしょう。この章は、そ

の姿をさらにはっきりと私たちに教えてくれました。この方はまず「羊の門」でした。人が救いへと至る

道は、人それぞれさまざまな選択肢があるわけではありません。自分の好きな道を行っても、最終的には

みな同じ場所にたどり着くのでもありません。門であるイエス様を信じることを通してのみ、私たち罪

人には救いがありました。だれであれ信じるすべての者に、救いや本当の満足を与えるために来られた

「羊の門」、それが良いイエス様でした。 

また、この方は「良い羊飼い」でもありました。イエス様は文字どおり、羊のためにご自分のいのちを

捨てることを喜びとされたお方でした。イエス様が十字架にかかられたのは、だれかに強いられたから

ではありません。無理矢理でも嫌々ながら引きずられて行ったのでもありません。「良い羊飼い」は、羊

を愛する大きな愛のゆえに、自ら進んでいのちをささげられたお方でした。イエス様を十字架につけた

のは釘ではなく、羊に対する愛だったわけです。また、この犠牲的な愛は、羊に対する知識に基づいたも

のでした。羊飼いであるイエス様は、羊である私たちのすべてをご存じでした。私たちの名前だけではあ

りません。私たちの過去の過ちも、今の弱さや愚かさも、この先に犯していく罪すらもすべてご存じでし

た。イエス様が十字架にかかった時、イエス様の目から隠されていたものは何一つありません。私たちの

罪深さのすべてを知っていました。それでもなお、ご自分の羊を愛した主は、羊のために死なれました。

「良い羊飼い」は、羊の良い部分を見てではなく、私たちが目を背けたくなるような最も醜い部分を見て

なお、ご自分のいのちを自らささげてくださった愛のお方でした。 

これだけでも十分ですが、感謝なことにそれに加えて、この羊飼いを信じて救われた者はみな、羊飼い

の手の中にあって、いつまでも安心を見いだすことができるという約束まで与えられていました。先週

も見ましたが、１０：２８－３０に「:28 わたしは彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは決して滅びること

がなく、また、だれもわたしの手から彼らを奪い去るようなことはありません。:29 わたしに彼らをお与えになっ

た父は、すべてにまさって偉大です。だれもわたしの父の御手から彼らを奪い去ることはできません。:30 わたし

と父とは一つです。」」と。この数週間、何度も言ってきましたが、羊自身は無力です。羊は自分で自分の

身を守る術はなく、愚かで簡単に迷子になることもありました。羊はひとりでは到底生きていけません。

しかし、そんな羊である私たちのために喜んでいのちを捨て、私たちをだれよりもご存じで、私たちをい

つまでも守ってくれる「良い羊飼い」がイエス様でした。このような良いお方を前にする時、私たちには

問われることがあります。「「あなたはこの方にどう応答するのか？」ということです。イエス様を前にし

て、人は単に「すごいね」と感動し、「そうなんだ」と知識として納得して通り過ぎることはできません。

かつて、『キリスト教の精髄』という本の中で、Ｃ・Ｓ・ルイスがこのようなことばを残していました。

「あなたは選択しなければなりません。イエスは神の子であったし今も神の子であるのか、それとも狂

人またはそれ以上に酷い何かか、です。あなたは彼を愚か者として退け、悪魔として唾を吐き、殺すこと

もできます。あるいは、彼の足元にひれ伏して、主であり神であると呼ぶこともできます。しかし、彼を

単なる偉大な人間の教師だったなどと言って、恩着せがましく評価するような愚かなことはやめましょ

う。彼はその選択肢を残さなかったし、そのような理解を許しておられないからです。」と。 



きょう、私たちが見るみことばには、この羊飼いと出会った者たちの二つの応答が記されています。こ

こにいる私たちにもこの二つの応答しかできません。いったいどのような応答なのか、また、このメッセ

ージを聞いた後、自分自身がどのような応答をするのか考えてみましょう。 

ヨハネ １０:３１－４２ 

「:31 ユダヤ人たちは、イエスを石打ちにしようとして、また石を取り上げた。:32 イエスは彼らに答えられ 

た。「わたしは、父から出た多くの良いわざを、あなたがたに示しました。そのうちのどのわざのために、 

わたしを石打ちにしようとするのですか。」:33 ユダヤ人たちはイエスに答えた。「良いわざのためにあな 

たを石打ちにするのではありません。冒涜のためです。あなたは人間でありながら、自分を神とするからで 

す。」:34 イエスは彼らに答えられた。「あなたがたの律法に、『わたしは言った、おまえたちは神々であ 

る』と書いてはいないか。:35 もし、神のことばを受けた人々を、神々と呼んだとすれば、聖書は廃棄され 

るものではないから、:36 『わたしは神の子である』とわたしが言ったからといって、どうしてあなたがた 

は、父が、聖であることを示して世に遣わした者について、『神を冒涜している』と言うのですか。:37 も 

しわたしが、わたしの父のみわざを行っていないのなら、わたしを信じないでいなさい。:38 しかし、もし 

行っているなら、たといわたしの言うことが信じられなくても、わざを信用しなさい。それは、父がわたし 

におられ、わたしが父にいることを、あなたがたが悟り、また知るためです。」:39 そこで、彼らはまたイ 

エスを捕らえようとした。しかし、イエスは彼らの手からのがれられた。:40 そして、イエスはまたヨルダ 

ンを渡って、ヨハネが初めにバプテスマを授けていた所に行かれ、そこに滞在された。:41 多くの人々がイ 

エスのところに来た。彼らは、「ヨハネは何一つしるしを行わなかったけれども、彼がこの方について話し 

たことはみな真実であった」と言った。:42 そして、その地方で多くの人々がイエスを信じた。」 

〇羊飼いへの二つの応答：「 

１．拒絶すること ３１－３９節 

では早速、一つ目の応答から考えてみましょう。良い羊飼いに対してとれる応答の一つ目は「拒絶する

こと」です。拒み続けるということです。みことばをよく見てください。イエス様のことばを耳にしたユ

ダヤ人の取った行動がこう記されていました。３１節に「「ユダヤ人たちは、イエスを石打ちにしようとして、

また石を取り上げた。」と。この場面を思い浮かべてください。イエス様を憎んでいた彼らは、「「わたしと父

とは一つです。」というイエス様のことばを聞き、いのちを奪おうと石を取り上げました。彼らはこの時、

ちょっとした怒りに支配されていたのではありません。なぜそれがわかるかと言うと、この時代、イスラ

エルはローマの支配下に置かれていたがゆえに、ユダヤ人たちには自分たちの手でだれかを死刑にする

権限など与えられていなかったからです。彼らは自分勝手に人を殺すことなどできなかったわけです。

本来であれば、彼らはまずローマ当局に掛け合い、正式な手続きを踏むことが必要不可欠でした。しか

し、怒りに駆られた彼らは、法律の手に判断を委ねようなどの考えはいっさいありませんでした。激しい

怒りに燃えていた彼らは、自分自身が裁判官か死刑執行人かのようにふるまっていたのです。今すぐに

でも手をかけなければならないと石を取り上げました。 

▶「石を取り上げた」 

また、ここで使われていた「石を取り上げた」ということば、これだけを聞くと、その場に落ちていた

石を拾ったようなイメージを抱くかもしれませんが、実はそうではありません。この「取り上げた」とい

うことばには、「何かを運ぶ」とか「持っていく」という意味が含まれていました。つまりどういうこと

かと言うと、おそらくこの時、彼らがいたソロモンの廊には石はありませんでした。怒りに支配された彼

らはイエス様のことばを聞き、神殿の別のところから石を拾い、わざわざそれを運んで来て、石打ちにし

ようとしたわけです。彼らの怒りが些細なものではなかったことがわかります。その怒りは手に負えな

い、制御できないほど激しく、大きな殺意を秘めたものでした。イエス様はこの時、これほどまでに怒り

狂っていた者たちに囲まれていました。 



では、そんな怒り狂った者たちを前にして、イエス様はどのようにふるまわれたのでしょう。続く３２

節にその様子が記されていました。「イエスは彼らに答えられた。「わたしは、父から出た多くの良いわざを、

あなたがたに示しました。そのうちのどのわざのために、わたしを石打ちにしようとするのですか。」」と。イエ

ス様の取った行動は、その場から逃げ出すことでも恐れることでもありませんでした。自分に殺意を燃

やす者に、怒りをぶつけることでも、先に彼らを滅ぼすことでもありません。イエス様にはそれができる

力がありました。しかしイエス様は、ただ静かに穏やかに質問されました。「「わたしは、父から出た多く

の良いわざを、あなたがたに示しました。そのうちのどのわざのために、わたしを石打ちにしようとするのですか。」」

と。イエス様は、ご自分のいのちを奪おうとする者にも、変わらず忍耐深く接しました。彼らを突き放さ

ず、ご自分が何者なのかを、何度も何度も考えさせようとされました。 

▶「良いわざ」 

ここで「「良いわざ」と訳されている「良い」ということばには、「喜ばしい」とか「「称賛に値する」とい

った意味も含まれています。イエス様がなされたみわざは、どれを取ってみても、だれの目にも喜びをも

たらすものでした。３８年もの間、歩けなかった者を歩けるようにしたことも、五つのパンと二匹の魚で

大勢の群衆を養ったことも、生まれつき盲目だった者を見えるようにしたことも、社会からのけ者にさ

れていた何人もの病人をいやし、悪霊につかれていた者から悪霊を追い出し、あろうことか死人をもよ

みがえらせました。それらすべてが力と知恵に満ちあふれた称賛に値するみわざでした。そんな喜ばし

い主の働きに心を留めれば、礼拝をささげても、石打ちをしようなどの結論にたどり着くはずがありま

せん。あわれみ深いイエス様は、いのちを奪おうとする者にさえ救いの道を示し続けました。「「わたしが

何をしてきたのかを思い出しなさい」、「わたしがだれなのかを考えなさい」と。しかも、彼らの行動は今

回が初めてではありません。この者たちは「「また石を取り上げた」者たちでした。彼らは以前にもイエス様

を殺そうと石を手に取った者たちでした。ヨハネ８：５９に「すると彼らは石を取ってイエスに投げつけよ

うとした。」とあります。彼らの持っていた怒り、憎しみ、苦みは、長く続く非常に罪深いものでした。

しかし、それでもこの方は忍耐深くあられたわけです。すごい姿だと思いませんか。「「良い羊飼い」であ

る主は、どんな時も、どんな相手にもあわれみを示されるお方でした。この姿こそ、私たちの模範でもあ

りました。 

しかし、こんなにも忍耐深い主の問いかけにユダヤ人はどう答えたのでしょう。続く３３節を見てく

ださい。「ユダヤ人たちはイエスに答えた。「良いわざのためにあなたを石打ちにするのではありません。冒涜の

ためです。あなたは人間でありながら、自分を神とするからです。」」と書かれています。彼らは、イエス様が

良いわざを行っていること自体を否定しませんでした。彼ら自身もその力あるみわざを認めていました。

「良いわざのためにあなたを石打ちにするのではありません。」と。しかし、イエス様を憎んでいた彼らにと

って、奇蹟などはどうでもよいものだったのです。悪霊を追い出す力も、生まれながらに盲目だった人を

いやす力も、そんなものは二の次です。問題はイエス様が自分を神として冒涜したことだと訴えている

のです。悲しいことに、罪に汚れた彼らの目はあまりにも盲目でした。目の前で起こっているみわざは、

間違いなく人に説明できるものではなく、神様にしかできない喜ばしいものでした。男性だけで５千人、

女性や子どもも合わせれば２万人もの人を養うことのできる力、嵐を静める力、だれかをよみがえらせ

る力、神様にしかできない喜ばしい力あるみわざが、彼らの前でなし続けられていました。御子はまこと

の神様でした。しかし、それでも信じたくない者たちは、信じないでいられる理由を探すことに懸命でし

た。 

Ｄ「・Ａ・カーソンというひとりの先生も、彼らの態度に関してこのような説明を残しています。「ユダ

ヤ人たちは、イエスの御業が意味していることを真剣に考え抜こうとはしませんでした。彼らはいつで

も、何らかの理由をつけてそれを退けることができたのです。」と。不信仰の問題はいつも同じでした。

証拠の足りなさではありません。明らかにされている真理を、自分のこととして受け入れたくないとい



う心のかたくなさに問題がありました。自分には関係ないという不信仰な心は、そこに光がないから拒

絶するのではありません。光を愛したくないから拒絶するわけです。ここにいる私たちもかつてはその

ような者たちでした。かたくなに神様に拒み続けていました。そのような私たちが、もし真理に気づくこ

とができたなら、良い羊飼いの愛に気づくことができたなら、それは神様の大きなあわれみでしかあり

ません。神様の助けがなければ、私たちはだれひとり主を信じることはできませんでした。ユダヤ人たち

はあまりにもかたくなでした。実際に、神である良い羊飼いを拒みました。 

●「ご自分が神である」と主張するイエス様： 

では、そのような者たちにイエス様は何をされるのでしょう。今度こそ、イエス様は見放されるのでし

ょうか。いいえ。イエス様はまだ、救いの御手を差し伸べられました。拒み続ける者たちに、ご自分が確

かに神であると、彼らにさらに考えさせるために、特に二つの面から主張されるわけです。 

１）律法 

 続きを見てください。３４－３８節に二つ出てきました。「「:34 イエスは彼らに答えられた。「あなたがた

の律法に、『わたしは言った、おまえたちは神々である』と書いてはいないか。:35 もし、神のことばを受けた人々

を、神々と呼んだとすれば、聖書は廃棄されるものではないから、:36 『わたしは神の子である』とわたしが言っ

たからといって、どうしてあなたがたは、父が、聖であることを示して世に遣わした者について、『神を冒涜して

いる』と言うのですか。:37 もしわたしが、わたしの父のみわざを行っていないのなら、わたしを信じないでいな

さい。:38 しかし、もし行っているなら、たといわたしの言うことが信じられなくても、わざを信用しなさい。そ

れは、父がわたしにおられ、わたしが父にいることを、あなたがたが悟り、また知るためです。」」と。イエス様

はご自分がまことの神であることを二つの面から言いました。一つ目はまず、「「律法「 ここでは特に旧約

聖書）」から主張されました。ユダヤ人たちが旧約聖書に精通していることをわかっておられたイエス様

は、３４節で「「あなたがたの律法 旧約聖書）に、『わたしは言った、おまえたちは神々である』と書いてはいな

いか。」と言われました。この箇所は詩篇８２：６からの引用ですが、これだけだと意味がよくわからな

いかと思いますので、背景を知るために詩篇８２篇を見てみましょう。ここでは、民の間で不正を行って

いたイスラエルの裁判官を神様が非難している場面が描かれています。２－５節に「「:2 いつまでおまえた

ちは、不正なさばきを行い、悪者どもの顔を立てるのか。:3 弱い者とみなしごとのためにさばき、悩む者と乏し

い者の権利を認めよ。:4 弱い者と貧しい者とを助け出し、悪者どもの手から救い出せ。:5 彼らは、知らない。ま

た、悟らない。彼らは、暗やみの中を歩き回る。地の基は、ことごとく揺らいでいる。」と。本来なら、神様の

代わりに義を行うべき裁判官たちは、弱い者を蔑ろにし、悪者の顔を立てていました。そんな彼らに神様

は６－７節で「:6 わたしは言った。「おまえたちは神々だ。おまえたちはみな、いと高き方の子らだ。:7 にも

かかわらず、おまえたちは、人のように死に、君主たちのひとりのように倒れよう。」」と、さばきを警告する

わけです。ここで神様は、裁判官たちのことを「「神々」と呼びました。しかし、文字どおりの意味で言っ

たのではありません。彼らは単なる人間でしたが、同時に彼らは、神様の代理人、また代弁者としてさば

きを下す立場にあったからこそ「「神々」という称号で呼ばれたわけです。上の立場に立つ者として、ただ

の悪い人間に過ぎない裁判官が、旧約の中で「神々」と呼ばれることがありました。その事実をイエス様

はここで引き合いに出されたわけです。 

もう一度ヨハネ１０章に戻ってください。イエス様は言われました。「:34 イエスは彼らに答えられた。

「あなたがたの律法に、『わたしは言った、おまえたちは神々である』と書いてはいないか。:35 もし、神のこと

ばを受けた人々 裁判官のこと）を、神々と呼んだとすれば、聖書は廃棄されるものではないから、:36 『わたし

は神の子である』とわたしが言ったからといって、どうしてあなたがたは、父が、聖であることを示して世に遣わ

した者 イエス様のこと）について、『神を冒涜している』と言うのですか。」と。イエス様のポイントは明白

で、小さいものから大きいものへと論理を展開していました。単なる人間でさえ「神々」と呼ばれること

があったのなら、父なる神に遣わされたわたしが「神の子」と呼ばれることは当然の話ではないのかと。



神様のことばを受けた人々を「神々」と呼んだのであれば、神のことばそのものであるわたしが「神の子」

と呼ばれるのは当然の話ではないのか、それをあなたたちが非難する筋合いはないと言われたのです。

自分こそが「神の子」だと口にする権威があるのだと、みことばを引用して訴えたわけです。 

２）自分が行っていたみわざ 

 イエス様は律法 旧約聖書）の面からだけでなく、これに加えて、ご自分が行っていたみわざからも、

自分が神であると主張されていました。初めに言われたことを、再び強調していたわけです。３７－３８

節でこのように言われました。「:37 もしわたしが、わたしの父のみわざを行っていないのなら、わたしを信じ

ないでいなさい。:38 しかし、もし行っているなら、たといわたしの言うことが信じられなくても、わざを信用し

なさい。それは、父がわたしにおられ、わたしが父にいることを、あなたがたが悟り、また知るためです。」」と。

イエス様は、ご自分のことばに耳を傾けようとしない人々に、「「ことばが信じられないなら、わたしの行

うわざを信用しなさい。わたしは父なる神から遣わされた神の御子だと訴え続けています。そのわざが

本当かどうか、これまでわたしが行ってきたことを調べてみなさい。そして、それが父から出たみわざだ

とわかったなら信じなさい。」と言われました。イエス様の「ことば」と「みわざ」がかけ離れたもので

あるなら信用を大きく失ったことでしょう。言っていることとやっていることが違えば、この方は信頼

を置くことのできない存在だったでしょう。しかし、御子であるイエス様は「ことば」においても、「「み

わざ」においても、常に父なる神様と一つでした。この点に関してイエス様は、ご自分が来られた目的を

何度も口にしていました。ヨハネ６：３８には「「わたしが天から下って来たのは、自分のこころを行うためで

はなく、わたしを遣わした方のみこころを行うためです。」と、父なる神のわざをなすために来られたのだと。

また、実際にイエス様の姿を見たニコデモも、ヨハネ３：２で「「この人が、夜、イエスのもとに来て言った。

「先生。私たちは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知っています。神がともにおられるのでなけ

れば、あなたがなさるこのようなしるしは、だれも行うことができません。」」と証言していました。イエス様

の「ことば」と「みわざ」は、バラバラではありませんでした。それらは常に一つに結びついていました。 

イエス様は、ご自分が確かに父から遣わされた神の御子、まことの神であることを証明し続けていた

わけです。聞こうとしない、怒りを燃やしている者たちに対して、イエス様は「「その明らかなみわざを見

なさい」と主張しました。それは、かたくなな彼らが、みわざを見た結果、父がイエス様のうちにおり、

イエス様のうちに父がおられることを心から信じ、イエス様にあって救われるためでした。すごいこと

だと思いませんか。心をイエス様に向けて聞こうとしている者たちにではなく、手に石を持っている者

たちに対して、イエス様はここまで丁寧に説明されました。ここまで忍耐を示されました。自分のいのち

を奪おうとする者にも、悔い改めの機会を与えられました。彼らはどう応答したのでしょう。残念なが

ら、憎しみに燃える人々は、そんなあわれみの手を拒んだわけです。３９節は「「そこで、彼らはまたイエス

を捕らえようとした。しかし、イエスは彼らの手からのがれられた。」と締めくくられていました。彼らの前

には良い羊飼いがいました。なされたみわざは、すべて父なる神のみわざをなし、憎しみを燃やす者にも

変わらず救いの手を差し伸べようとしたあわれみ深いまことの神が目の前にいました。しかし、それで

も彼らはこの方を最後まで拒絶しました。証拠の足りなさではありません。心のかたくなさゆえでした。

良い羊飼いを拒絶すること、それが一つ目に人が取れる応答でした。 

２．信じること ４０－４２節 

次に、良い羊飼いに対して取れる二つ目の応答は「「信じること」です。残りのみことばを見てください。

今までとは違う喜びの場面が４０－４２節に描かれています。「「:40 そして、イエスはまたヨルダンを渡って、

ヨハネが初めにバプテスマを授けていた所に行かれ、そこに滞在された。:41 多くの人々がイエスのところに来た。

彼らは、「ヨハネは何一つしるしを行わなかったけれども、彼がこの方について話したことはみな真実であった」

と言った。:42 そして、その地方で多くの人々がイエスを信じた。」と。自分を捕えようとする者たちの手か

ら去られたイエス様は、ヨルダン川を渡り、かつてヨハネがバプテスマを授けていた場所にやって来ま



した。この場所は祭りでにぎわっていたエルサレムとは全く違い、人里離れた寂しい場所でした。エルサ

レムに比べれば、人もはるかに少ないような田舎でした。しかし、そんな場所にいた数多くの者が、町を

訪れたイエス様のもとに次から次へとやって来たわけです。いったいどうしてでしょう。４１節にこの

ように記されていました。「多くの人々がイエスのところに来た。彼らは、「ヨハネは何一つしるしを行わなか

ったけれども、彼がこの方について話したことはみな真実であった」と言った。」と。ここにいた人々は、かつ

てバプテスマのヨハネが何を語っていたのかを覚えていました。バプテスマのヨハネが担っていた役割

とは何だったでしょう。ヨハネ１「：６－７に「「:6 神から遣わされたヨハネという人が現れた。:7 この人はあ

かしのために来た。光についてあかしするためであり、すべての人が彼によって信じるためである。」と。１：２

３にはヨハネのもとを訪れた調査団に「「私は、預言者イザヤが言ったように『主の道をまっすぐにせよ』と

荒野で叫んでいる者の声です。」」とヨハネが言ったと記されています。ヨハネの役割は、ただ「光」をあ

かしすることでした。イエス様が来る前に、イエス様の道を先に整えることでした。彼は単なる「「声」で

した。のちに来る救い主を人々が信じることができるようにと、人々にその救い主について語る者でし

た。彼はその働きを忠実に果たしました。だからこそ、人々は、この時やって来たイエス様を目にして、

またそのことばを聞いてわかったのです。あのヨハネが語っていたのは、まさにこの人のことだ、この人

についてヨハネがあかししたことはすべて真実だったのだとわかったのです。そしてその結果、彼らは

どのような応答をしましたか。多くの人がイエス様を信じました。この方が世に来られた神の御子、約束

の救い主と信じたわけです。 

皮肉だと思いませんか。エルサレムにいたユダヤ人、特に民の指導者たちは、だれよりも救世主の到来

を待ちわびていました。来られるキリストがどのような方かについても十分な知識を持っていました。

驚くべき奇蹟を何度も何度も目の当たりにしました。ある意味で、この人々こそイエス様を最も歓迎し

てしかるべき存在でした。しかし、そんな彼らがイエス様を拒み、石打ちにしようとしました。その一方

で、エルサレムから離れて、イエス様からも遠く離れた場所にいるように思われた人々が、喜んで歓迎し

たわけです。まさにヨハネの福音書の最初に言われていたとおりでした。１：１１－１２に「「:11 この方

はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。:12 しかし、この方を受け入れた人々、すなわ

ち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。」と。人々の前には、同じ良い羊飼

いがいました。救いの手を差し伸べてくださる同じあわれみ深いまことの神が目の前にいました。この

町の人々は、この方をそのまま信じました。真実である方を疑わずに信頼し、すなおに受け入れたわけで

す。良い羊飼いを信じること、それが二つ目に人が取れる応答でした。 

●今回の真理を受けて私たち自身に求められること： 

 さて、ここまでみことばの教えを見てきました。良い羊飼いの前に取れる応答を考えてきました。この

真理に対して私たち自身が今できること、求められることは何でしょう。少なくとも二つのことがあり

ます。 

１）羊飼いを拒むのではなく信じること 

一つ目に、とてもシンプルです。羊飼いを拒むのではなく信じることです。最初にも言いましたが、救

い主に対する応答には、いろいろな選択肢があるのではありません。曖昧な中間地点もありません。この

方を拒絶するか、それとも信じるかのどちらかです。この世の来られたイエス様のことばやなされたみ

わざは、隠されたものではありませんでした。この方は、確かに神にしかできない働きを、いつも人々の

前で明らかにされ続けました。また、イエス様は救い主として、罪人にあわれみを示し続けました。その

究極の姿こそ十字架でした。あの木の上でイエス様は、ご自分の大きな愛を何よりもはっきりと現わさ

れました。ある人は思うかもしれません。あれほどまでに示された愛を、ユダヤ人たちはなぜ拒んだのだ

ろうと。しかし、問われるのは私たちがどう応答するかです。私たちの前にもはっきりと主のあわれみは

示されています。果たして、あなたはユダヤ人と同じようにかたくなに拒み続けるでしょうか。それと



も、この方を神様としてすなおに認め、自分の罪を悔い改めて、信じて従っていこうとするでしょうか。

もし、まだイエス様を信じ受け入れていない方がおられるなら、どうか、この方を自分の救い主として、

きょう信じて帰ってください。良い羊飼いの愛と希望を知って帰ってください。 

２）羊飼いをあかしし続けていくこと 

自分は主の恵みによって信じ救われたという皆さん、そんな私たちに求められていることがあります。

それが二つ目、この良い羊飼いをあかしし続けていくことです。それは、救われた者にできる特権です。

立ち止まって考えてください。イエス様が救いの御手を差し伸べ続けた相手は、いったいどんな者たち

でしたか。イエス様のことばをすなおに聞く者たちだったでしょうか。いいえ、イエス様のことばに全く

耳を傾けようとしない者たちでした。あわれみを示そうとするイエス様を憎み、怒りに駆られて石打ち

にしようとする者たちでした。さらに言えば、そんな彼らが数か月後には、イエス様を十字架につけるこ

とを求めました。私たちが同じ立場ならどうするでしょう。自分を不当に非難し、理由なく迫害するよう

な人だとしても、喜んで福音を分かち合おうとするでしょうか。それとも、そのような人は罪の中で滅ん

でも仕方ないと勝手に線引きをするでしょうか。「「良い知らせ」そのものである主は、すべての人に福音

を語られました。敵対する者にあわれみの手を差し伸べ続けました。神様の敵であった私たちが、今救わ

れたのも、神様が憐みの手を差し伸べ続けてくれていたからです。何かすぐれたところがあったからで

はありません。だれかが自分に福音を語り、恵み深い神様が私たちのうちに働いてくださったがゆえで

す。ただそれだけです。ですから、その福音のすばらしさを知ったのなら、すべての人に語り続けていく

ことです。たとえ、かたくなで自分に敵対するような者に対しても、です。もちろん、そこには難しさを

伴います。いつまでたっても聞こうとしない姿を見ればがっかりし、諦めを覚えることもあるでしょう。 

しかし、そんな時こそ思い出してください。ここにすさまじいほどの励ましが書いてありました。この

箇所でバプテスマのヨハネに関して何と書かれていますか。４１節に「「「ヨハネは何一つしるしを行わなか

ったけれども、彼がこの方について話したことはみな真実であった」と言った。」と。ヨハネは圧倒的なしるし

や奇蹟を人々の前で行っていたわけではありません。彼のなしたことは、人をあっと驚かせるような力

強いみわざでもありません。彼はただ忠実にキリストを語り続けました。その結果、彼が亡くなった後、

その働きは実を結ぶことになりました。絶えず語り続けた真理が多くの人々の心を砕き、キリストへと

導くことになったわけです。ある人は、「「自分はことば足らずで、あの人のように巧みに説明できないし、

自分はあかし人として不十分なのです。」と考えるかもしれません。覚えていてください。あかし人にと

って必要なのは、派手さではありません。ことばの巧みさや人を驚かせるようなわざでもありません。あ

かし人にとって最も必要なもの、最も大切な武器は、どんな時も忠実であることです。それがいちばん大

切だということです。ヨハネは、どのような形であれ、キリストに目を向けさせようとして歩み続けまし

た。彼のことばも彼の生き方も、キリストに目を向けさせ続けるものでした。だからこそ、のちに人々か

ら「「彼がこの方について話したことはみな真実であった」と言われたのです。すさまじい評価だと思いません

か。 

私たちの歩みから「この人があかししているのは確かに真実なお方だ」と言われるような生き方をし

ているでしょうか。まだまだ足りませんが、私たちに必要なのは忠実であり続けることでした。そのよう

な生き方を、そのことばを、神様は用いることができます。今でなくとも、のちに用いることができます。

だからこそ、私たちが勝手に妥協したり諦めたりしないことです。自分の夫や妻、親や子、親族、たとえ

かたくなさや敵意を表す人に対してでも、変わらずにキリストの福音を宣べ伝え続けていくことです。

希望はあります。ヨハネ１０章は教え続けてくれました。良い羊飼いの羊は、羊飼いの声を必ず聞き分

け、その声に従うようになります。思い返せば、かつて「十字架につけろ」と叫んだ群衆の多くも、のち

に福音に出会い、心を刺され変えられました。迫害者だったパウロも、キリストに出会い、変えられまし

た。信じるすべての人に救いを得させる神の力である福音には、私たちには想像もできない力がありま



す。私たちの務めは、その喜びの知らせを忠実に語り続けることです。今週もあかし人として遣わされて

いきます。忠実なあかし人として主の栄光のためにともに歩んで行きましょう。 

 


